
今後、１，２年かけて検討して行くべき事項

1. 宮崎市シーガイアジョギング・ユニファイド大会への支援

・宮崎市の支援によっては、青太、綾マラソンに次ぐ大会規模への可能性あり

2. 宮崎市として体育会の衰退に対する対策

・体育会の衰退＝地域スポーツの衰退

3. スポーツ実施率アップへの取組

・スポーツ施設利用の飽和状態（利用方法の工夫で今の２倍位の利用可）

・スポ少などのやり過ぎによるスポーツ離れの問題

4. まちづくりとの連携（重要な課題）

・既に、まちづくりの中のスポレク・健康部会としての活動中心の地区あり

5. 各種団体等との連携（各課、体協、まちづくり、体育会、総合型など）

・日程のダブリ ・ 予算の分散

・参加者の分散（奪い合い） ・ 人（役員）のダブリ

・スポーツ庁の様なまとめる部署が必要？

6. 学校体育施設の予約等の見直し（簡素化）

・学校体育施設の予約等の不便さで高齢者がスポーツ離れした

・貸出規則の明確化（不平等有り）

多くが活動停滞

具体的取り組みが必要



宮崎市の生涯スポーツ環境に関する検討事項 H30.12.12

１.今年度中に決定できる事項

① スポーツ推進委員の推薦・委嘱の問題

・現状の委嘱の在り方では、活動する推進委員が年々減少して行く

・ここ数年、ほとんど１０数年以上の推進委員が中心で活動

・青太や市町村駅伝など多くの人数を必要とする事業で人で不足（出前も）

② 宮崎市として推進委員活動方針の提示（普段の活動指針など）

・地区や個人で考え方がバラバラ

・市の行事に出てこないのなら、推進委員としての必要性無しでわ？

③ 主催者として地区対抗の目的提示（全体的な目的と種目ごとの目的）

・ミニバレーボール大会の目的と問題点

・ビーチボールバレー大会の目的と問題点

・駅伝大会の目的と問題点

・グラウンドゴルフ大会の目的と問題点

④ 協力事業の考えかた

・青島太平洋マラソン大会

・宮崎県市町村駅伝大会

・宮崎市サイクリング大会

・宮崎市障がい者スポーツ大会

・宮崎市シーガイアジョギング・ユニファイド大会

⑤ 宮崎市として総合型地域スポーツクラブへの取組方針

・国のスポーツ基本計画で地域スポーツの要

・スポーツ実施率向上に貢献

⑥ 障がい者スポーツへの取組

・宮崎市障がい者スポーツ大会への取組

・宮崎市シーガイアジョギング・ユニファイド大会

⑦ 県のスポーツ推進委員連絡協議会の脱退

⑧ スポーツ推進委員協議会開催の事業について

・地区交流ニュースポーツ大会

・早朝ウォーキング大会

⑨ スポーツ推進委員の活動実績（謝金対象）の明細の提示（配布）

協議会の要望

市としての具体的方針の提示

予算無では、開催不可

参加者等の数値目標も必要

担当課が窓口となり、推進委員
へ案内集約等を行うとの予定

表彰の推薦以外に無意味？



宮崎市スポーツ推進委員協議会・第５回役員会 平成３１年１月１４日（月）

東大宮スポーツクラブ
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1. 受託事業の返還の経緯の再確認

① 生涯スポーツに対して、行政の対応がお手伝い的な対応になってきた

② 推進委員の推薦・委嘱の改善が無い

③ 現在の事務経費では、次へ引き継げない

2. スポーツランド推進課との今後の協議事項について

① 別紙参照

② 国のスポーツ基本計画に沿った取組の要求

3. スポーツ推進委員組織について

➀ 専門部会の必要性

② 会費の金額について

③ 役員手当等について

④ 班員制度について

・現在、班員でも欠席が多い

4. その他


